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H O W  T O  P L A Y

C O M P O N E N T

趣 旨 ・ 目 的

1

2

3

事業継続に必要な備蓄品を確認すること

他法人と協力して福祉避難所を開設すること

各法人との情報交換を学習すること

● 事業継続資源ｼｰﾄ
● 災害備蓄品、福祉避難所への応援資源ｼｰﾄ
● 福祉避難所運営資源ｼｰﾄ
● 事務局ｼｰﾄ
● 被害状況ｶｰﾄﾞ
● ｲﾝﾌﾗｶｰﾄﾞ
● 災害備蓄品ｶｰﾄﾞ
● 福祉避難所ｶｰﾄﾞ

参加者　各 1枚
参加者　各 1枚
1ｸﾞﾙｰﾌﾟ1 枚　
1ｸﾞﾙｰﾌﾟ1 枚
3 種類×各 3枚
6種類×各 10 枚
8種類 ×各 10 枚
11 種類 ×各 10 枚

O U T L I N E
このｹﾞｰﾑは「災害時に自法人の事業を継続したうえで、各法人が連
携して福祉避難所を開設する」ことを机上で体験することをｺﾝｾﾌﾟﾄ
としています。各ﾌﾟﾚｲﾔｰは、ｹﾞｰﾑを進める中で、自法人には足りない
人材資源、物的資源を把握し、法人としての今後の課題を洗い出し
ます。最終的に各法人間が連携し、10床の要援護者を受け入れるた
めの福祉避難所を立上げなければなりません。足りない物資がある
場合には、他法人へ情報を発信すること、また、各法人の情報も収
集することが大切です。自法人だけではできない体制整備を、参加
ﾌﾟﾚｲﾔｰ全員で考えていくことが重要です。

１事前準備

３災害発生

４福祉避難所立上げ

5　採点

２スタンバイ

1－①　各ｼｰﾄをﾎｰﾑﾍﾟｰｼ（゙QRｺｰﾄﾞ）からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。
　A　事業継続資源ｼｰﾄ　　　　参加人数分
　B　災害備蓄品、福祉避難所への応援資源ｼｰﾄ　参加人数分
　C　事務局ｼｰﾄ　　　　　　  　1ｸﾞﾙｰﾌﾟ1 枚
　D　福祉避難所資源シート　　1ｸﾞﾙｰﾌﾟ1 枚

2－①　5人～ 8人でｸﾞﾙｰﾌﾟになり、1つのﾃｰﾌﾞﾙを囲みます。
　　　※参加者はﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝか鉛筆を用意してください。
2－②　参加者の中から 1名事務局の担当を決めます。（ppt.2）
　　　※事務局は自治体や社会福祉協議会等の役割です。
2－③　事務局はC事務局シートを取り必要枚数分ｶー ﾄ゙ を取ります（ppt.3）
2－④　参加者はそれぞれ、A事業継続資源ｼｰﾄ、B災害備蓄品、福祉
避難所への応援資源ｼｰﾄを 1 枚ずつ取ります。（ppt.4）
2－⑤　机の中央にD福祉避難所資源ｼｰﾄを置きます。
2－⑥　参加者は、青色のｲﾝﾌﾗｶｰﾄﾞ６枚（電気、水道、ｶﾞｽ、職員、電
話・ﾒｰﾙ、食事）を１枚ずつ取り、A事業継続資源シートに置きます。
（ppt.5 ～ ppt.6）
2－⑦　参加者は、緑色の災害備蓄品カード８種類（自家発電、小型
発電、水（１日分）、貯水ﾀﾝｸ、LPｶﾞｽ、職員ﾈｯﾄﾜｰｸ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙ、
非常食 (１日 ) 分）を、自事業所で所持している事業所のみｶｰﾄﾞを取
ります。（ppt.8 ～ ppt.16）
　●自家発電ｶｰﾄ ：゙非常用自家発電システムを導入している場合１事業所１枚
　●小型発電機ｶｰﾄ ：゙小型発電機を常備している場合１事業所１枚
　●水（１日分）ｶｰﾄ ：゙非常用の水１日分ｽﾄｯｸしている場合、１日分当たり１枚
　●貯水ﾀﾝｸｶｰﾄ ：゙非常用の水を貯水槽でｽﾄｯｸしている場合、１日分当たり１枚
　●LPｶﾞｽｶｰﾄ ：゙LP ガスを導入している場合１事業所１枚
　●職員ﾈｯﾄﾜｰｸｶｰﾄ ：゙災害時に職員が出勤できる体制を整えている事業所は１事業所１枚
　●ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙｶｰﾄ ：゙衛生電話、SNS や LINE 等で連絡体制がある事業所は１事業所１枚
　●非常食（１日分）ｶｰﾄ ：゙非常用の食事１日分ｽﾄｯｸしている場合、１日分当たり１枚

2－⑧　参加者は、赤色の福祉避難所ｶｰﾄﾞ11 種類（先遣隊派遣、ｹｱﾜｰ
ｸﾁｰﾑ、ｿｰｼｬﾙﾜｰｸﾁｰﾑ、簡易ﾍﾞｯﾄﾞ、ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ、ﾏｽｸ、消毒液、ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ、
衣類、ｾﾝﾄﾗﾙｷｯﾁﾝ、福祉用具ﾚﾝﾀﾙ）を、自事業所で所持している事業
所のみカードを取ります。（ppt.17 ～ ppt.27）　
　●先遣隊派遣ｶｰﾄ ：゙先遣隊として派遣できる職員がいる場合は１名につき１枚
　●ｴｶﾜｰｸﾁｰﾑｶｰﾄ ：゙福祉避難所の介護ができる職員を派遣できる場合１名につき１枚
　●ｿｰｼｬﾙﾜｰｸﾁｰﾑｶｰﾄ ：゙ｿｰｼｬﾙﾜｰｸｶﾞ出来る職員を派遣できる場合１名につき１枚
　●簡易ﾍﾞｯﾄﾞｶｰﾄ ：゙福祉避難所に簡易ﾍﾞｯﾄﾞを支援できる事業所は１台につき１枚
　●ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝｶｰﾄ ：゙福祉避難所にﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝを支援できる事業所は１台につき１枚
　●ﾏｽｸｶｰﾄ ：゙福祉難所に 100 枚のマスクを支援できる事業所は 100 枚につき 1枚

　●消毒液：福祉避難所に１ℓの消毒液を支援できる事業所は 1ℓにつき 1枚
　●ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚｶｰﾄ ：゙福祉避難所にﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚを支援できる事業所は 1台につき 1枚
　●衣類ｶｰﾄ ：゙職員から集めたり、備蓄品として衣類を出せる場合は 1事業所 1枚
　●ｾﾝﾄﾗﾙｷｯﾁﾝｶｰﾄ ：゙食事支援をしてくれる業者との契約がある場合 1事業所につき 1枚
　●福祉用具ﾚﾝﾀﾙｶｰﾄ ：゙福祉用具を支援してくれる業者との契約がある場合1事業所につき1枚

3－①　被災状況カードを 1事業所 1枚とります。（PPT.30）
3－②　被害状況に応じてｲﾝﾌﾗｶｰﾄﾞを返却します。（PPT.32）
　　被害状況大：「電気」「水道」「ｶﾞｽ」「人材」「電話・ﾒｰﾙ」「食料」）を返却
　　被害状況中：「電気」「水道」「電話・ﾒｰﾙ」を返却

3－③　被害状況に応じて地域貢献ﾒｰﾀｰを増減させます。（PPT.33）
　　被害状況大：－6点　　　被害状況中：－3点　　　被害状況小：±0点

3－④　自事業所が持っている災害備蓄品に応じてｲﾝﾌﾗｶｰﾄﾞを取り戻
すことが出来ます。また、1枚につき 1点、加算します。
（PPT.34 ～ PPT.37）
　　自家発電ｶｰﾄﾞor 小型発電機ｶｰﾄ ：゙電気ｶｰﾄﾞを取り戻し＋1点
　　水（1ℓ）ｶｰﾄﾞ×3 枚 or 貯水ﾀﾝｸｶｰﾄ ：゙水ｶｰﾄﾞを取り戻し＋1点
　　LPｶﾞｽｶｰﾄ ：゙ｶﾞｽｶｰﾄﾞを取り戻し＋1点
　　職員ﾈｯﾄﾜｰｸｶｰﾄ ：゙職員ｶｰﾄﾞを取り戻し＋1点
　　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙｶｰﾄ ：゙電話・ﾒｰﾙｶｰﾄﾞを取り戻し＋1点
　　非常食（1日分）ｶｰﾄ ：゙食料カードを取り戻し＋1点

3－⑤　参加者の被害状況と必要物品を報告し合ってください。（PPT.38）
3－⑥　小型発電機ｶｰﾄﾞ、水（1日分）ｶｰﾄﾞ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙｶｰﾄﾞ、非常食
（1日分）ｶｰﾄﾞを、持っている事業所からもらうことが出来ます。（PPT.39）
3－⑦　事務局が災害対策本部を立ち上げます。事務局は１事業所を本
部に任命してください。（PPT.41）
3－⑧　本部を任命されたところは、地域貢献ﾒｰﾀｰを＋１点。（PPT.41）

ここからは本部になった事業所が福祉避難所を立ち上げるため、PPT
に沿って指示を出します。
4－①　全事業所の被害状況・回復状況を見て、参加事業所から話を
聞きながら、福祉避難所を立ち上げる事業所を選んでください。
4－②　福祉避難所に選ばれた事業所は、地域貢献ﾒｰﾀｰを＋１点。
4－③　本部は福祉避難所開設に必要な物品を必要数、各事業所から支
援していただくよう促してください。（PPT.49～ PPT.52）
4－④　足りない物品については、事務局にお願いして、必要数出して
もらいます。（PPT.53）
4－⑤　ｶｰﾄﾞを出した事業所は地域貢献ﾒｰﾀｰを 1枚につき＋1点。

福祉避難所は開設できましたか？
自分の地域貢献ﾒｰﾀｰで災害時の備えの状況が分かります。（PPT.55）
ｹﾞｰﾑを通して、自法人の備蓄品の量、また福祉避難所を複数事業所で
立ち上げることについて、皆さんでﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝしてください。

ダウンロードページ PW：3430489


